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＜概要＞

金沢市は2015年の北陸新幹線開通を受けて、観光都市として目覚し

い成長をとげている。一般に、交通の利便性が高まることで、ヒト・モ

ノ・カネの3つが主に大きく動く。ヒトとともに切っても切り離せない

ものが言葉である。地域ごとに話される言葉はもちろん存在し、ここ金

沢でも例外ではない。言葉にはその土地の歴史が関わっているものだか

らである。そして交通の利便性が高まったことでの言葉のコネクション

が生まれる。金沢市は今、言葉の大きな変化点にあるのではないだろう

か。

今回の調査では金沢市にある有名な観光地、近江町市場での言語景観

調査し、言語の変化がみられるかどうか探る。
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1．はじめに

金沢市は2015年3月の北陸新幹線開業を受けて、観光都市として目

党しい成長をとげている。一般に、交通の利便性が高まることで、ヒト・

モノ・カネの3つが主に大きく動く。ヒトとともに切っても切り離せな

いものが言葉である。地域ごとに話される言葉はもちろん存在し、ここ

金沢も例外ではない。言葉にはその土地の歴史が関わっているものだか

らである。そして交通の利便性が高まったことでの言葉のコネクション

が生まれる。金沢市は今、言葉の大きな変化点にあるのではないだろう

か。

今回の調査では金沢市にある有名な観光地、近江町市場での言語景観

調査を実施し、言語の変化がみられるかどうかを探っていきたい。

2．言語景観とは何か

言語景観というと、実際何のことだかわからない人は多いだろう。そ

の定義はいったい何なのか。井上(2005)によると言語景観とは、可視的

データを用いて言語使用状況を確かめ、そのメカニズム、背景を探るも

のである。ダニエル・ロング(2010)は以下の4つを言語景観の特徴とし

て挙げている(p.3･4)

1．言語景観は文字言語(看板や店に並ぶ商品のラベルなど)であり、

話し言葉(ラジオCMや電車内のアナウンスなど)ではない。

2．言語景観は公的な場に見られる文字言語であり、私的なコミュニ

ケーションではない。

3．言語景観は不特定多数の読み手に発されるものであり、特定の個

人あてに書かれたものではない。

4．言語景観は自然に、受動的に視野に入るものであり、意図的に読

まなければならないものではない。

経済社会は一般にお金の動きを見て社会を知るが、それを言語という

文字表示に着目して社会を読み取ろうというのが言語景観研究、すなわ

ち景観言語学なのである。

3．言語景観研究概観（井上(2009)に基づいて）

日本の言語景観における言語表示について、井上(2009)により日本の

街の言語表示は多様であるということが明らかとなっている。井上
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(2009)によると、日本の言語表示は、表意文字(漢字)、音節文字(かな)、

音素文字(アルファベット・ローマ字)が混在し、ほかに絵文字(ピクトグ

ラム2，ロゴグラム3、スマイリーなど)、点字、梵字（サンスクリット文

字)、その他アジア系文字(ハングル、インド系文字、トンパ文字)なども

使われているという。文字の類型でいうとすべてが併用されていると考

えられる。

言語景観の先行研究において東京と山形のアルファベット進出につ

いて調査されたものを参考にする。次の図は山形県と東京の看板の文字

の使用率を表している。この調査は、東京、山形それぞれの商業地域を

調査し比較したものである。東京の実地調査は、ラフォーレ原宿、六本

木ヒルズ、表参道、麻布十番、あけぼの商店街、巣鴨地蔵通りである。

これら東京の商店街はそれぞれ特徴的である。ラフォーレ原宿や表参道

は日本で一番ファッショナブルな通りだということは周知の事実であ

ろう。麻布十番は古い商店街ではあるが、それを再生・活性化させよう

という計画のある地域であり、麻布十番商店街のHPなどもなかなか泗

落ている4。巣鴨地蔵通りは「おばあちやんの原宿」として有名になった

地域であり、あけぼの商店街は東京北部にあるごくありふれた商店街で

ある。

図3東京と山形の看板（表記別）
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図3『日本の言語景観」p.59より転載

2絵文字。絵ことば。

3略称記号-．省略記号一

4麻布十番|柳占街HP http://www.azabujuban.or.jp/about/rule/
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このグラフは右側に新しくファッショナブルな商業地域が置いてあ

る。同じ個所で二回行われた調査は右側に最近の調査結果が示されてい

る。これを読み取ると、新しく開けた場所ほどアルファベット(図中：黒）

が多く、これと対照的である漢字は、古い、高齢者向けの場所に多いこ

とがわかる(図中：白)。これは販売ターゲットとなる客層の年代・性別

が異なり、ファッショナブルな場所ほどアルファベットが多く、漢字が

少ないという結果を示している。巣鴨地蔵通りに着目すると、一番漢字

の表示率が高く、アルファベットの割合は小さい。この通りは、旧中山

道だったこともあり、江戸の中期から現在にいたるまで、商業や信仰の

場として栄えてきた。その点を考盧すると、長年、商業の街・信仰の街

としてお年寄りを中心に親しまれており、商店街の成立年月日より、そ

の客層に対応した結果なのではないかと考えられる。よって、新しい場

所、若者向けの場所ほどアルファベットが多いことが明らかとなった。

左8本の棒は山形県4都市の古い駅前通りと新しいショッヒ°ングセン

ターの場合で、駅前を左側に、ショッヒ。ングセンターを右側に置いた。

駅前は古めかしい、以前の景観を残しており、ここでも新しい場所、都

市規模の大きい場所ほどアルファベットが多く、漢字が少ないことが読

み取れる。先にあげた東京付近での10本の柱が極端に大きく2つに分

けられるのに比べ、山形県の商店街はその中間に位置づけられる。

図4東京と山形の看板（表記点数化）
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などは、享保6(1721)年に犀川口に存在した市場が近江町へ移り、併合

したため、今日の近江町市場ができたのである。また、市場を訪れる多

くの客がほとんど必ず通るメーンの通りであるため、鮮魚通りに限定し

た。以下の図に、調査を実施した通りを示す。
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また、言語景観を調査するため、店内すべての看板というわけではな

く、通りを歩いて目に入る（あるいは見ることのできる)文字の表示され

ている印刷物、および紙面に手書きで文字が書かれているものを調査対

象とした。

調査方法は、現地にて調査対象を撮影し、その画像の読み取るという

手法である。まず、言語によって文字の分類を行い、日本語(標準語と方

言に分ける)、英語、中国語、韓国語、などによって区分する。

調査は2015年11月から12月にかけて実施した。

5『まつぷる金沢さんぽ地図』より転載
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7．結果と考察

近江町市場だけでなく、市場というもの全般にあてはめることができ

るのかもしれないが、市場は移動式の露店が集まってできたものである

ため、店を毎回しまう作業がでてくる。どんな店にも閉店というものが

あるだろうが、次に店を開ける際には日によって異なる品をだし、並べ

ることも少なくない。それに伴って市場の言語景観も少しずつ異なって

くるのである。今回の調査では調査期間が複数の日数に渡っているため、

言語表示物の絶対数も日によって異なってくる。したがって本調査では、

調査期間日数のなかで調べた合計を店の開店日で害'lり、その平均をもっ

てその絶対数とすることにする。

実地調査において、近江町市場鮮魚通りにおける店舗数(＊近江町市場

では一つの会社の店舗が近くに分散している傾向がある)は42ある。そ

れらの店舗が表示している言語表示物の総数は1100であった。この内

訳を見てみると、日本語標準変種(以下、標準語)は1085、標準語以外の

もので見られたものは、地域方言(以下、金沢弁)6、英語3、日本語・英

語(以下日・英)5、日本語・英語・中国語(以下日・英・中)1，であった。

割合にしてみると、標準語98.6％、金沢弁0．5％、英語0．2％、日・英

0.4％、日・英・中0.09％である。これらの数字を見てどんな印象を受

けるだろうか。圧倒的に日本語が言語表示において用いられており、そ

れらの言語はほんのわずかにしか見られないのである。では一体何にお

いてほんのわずかながらも英語や中国語が用いられているのだろうか。

英語が用いられていたのは、ある寿司屋のメニューにおける言語表示

であった。分類としては日・英に当てはまるものである。海鮮丼などの

写真の下に日本語(標準語)で「特選海鮮丼」と書かれており、その下に

は「Bowlofriceandchoicefishandshellfish」と英語で書かれていた。

この寿司屋では、日本人のお客さんだけでなく、外国人もお客さんとし

て取り込もうというねらいがあるのではないだろうか。実際近江町市場

での外国人観光客の来場者数は増加の一途をたどっている。

下の表6は平成26年の全国観光客入込客統計である。石川県の日本人

観光入込客数は県内外合わせて14948、そのうち県外からの観光客数は

7440で49．7％を占める。また、外国人入込客数は260でそのうちの

149(57.3％)は観光目的である。ちなみに観光以外の目的はビジネスであ

る。

6観光庁HP統計情報・白書統計情報共通堆準による観光入込客統計より
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平成23年は78でうち観光目的は48(61.5％)、平成22年は124、うち

観光目的は81(65.3％)である。こちらのほうはほぼ年々増加傾向がある

といってよいだろう。

平成27年のものは集計中とのことで入手できなかったが、平成27年

11月には前年の観光来場者数を超えていた。とすると北陸新幹線開業に

より総じて観光来場者は増加したといってよい。外国人観光客の増加傾

向により、金沢への外国人観光客も増加したと考えられる。

しかしながら、この近江町市場の言語景観はグローバル化したといっ

てよいのだろうか。まだまだ日本語が全体のほとんどを占め、日本語の

標準語以外で次に多くみられるものは金沢弁である。その点を踏まえる

と、近江町市場(鮮魚通り）の主な対象は日本人ということになる。また

は北陸新幹線の影響の大きさに言語景観が反応しきれていない(対応し

きれていない)ということも考えられる。新幹線開業は日本国内の移動を

しやすくし、その恩恵は多くの日本人が受けることになる。しかしそれ

と同時に、外国人が来日した際に北陸へ足を運びやすくなったともいえ

る。日本人の観光客数の増加を見込めていても、外国人観光客への対応

が遅れてしまったというのも、現在の近江町の言語景観を説明する一つ

の考え方であろう。

近江町市場のある金沢市はかなり観光客数が増加した。世界で最も美

しい駅として世界的な雑誌に取り上げられたことのある金沢駅をはじ

め、近江町市場はもちろん、兼六園や武家屋敷などが人気を博している。

観光名所が観光客に人気なのは説明するまでもないが、近江町市場はも

ともと市民の台所であるため、昔から市民の生活に寄り添ってきた。し

かしその生活の一部であった市場が観光地化し、観光客の来場者数が増

え、地元市民の近江町市場への足は遠くなった。人がたくさんいすぎて

行かれない、物価が高くなった7などの意見が新聞やニュースで目に留ま

る8.その声を耳にした近江町市場の人々は地元市民と寄り添った商売が

したいと訴えている。

しかしながら増えてしまった観光客を減らすことは商売の相手を減

らすことに直結する。増えてしまった観光客をどうかするのではなく、

これ以上あえて増やす必要はないとでも考えているのだろうか。近江町

市場(鮮魚通り）の言語景観を見る限り、そのような考え方もできる。今

まで親しくしていたお客さんとともに、観光地だからといって儲けには

しるのではなく、あくまで近江町市場のやり方を一貫させる。そんな心

7物価に関して、近江町市場の中では価格が話し合いで予め決められている。

82015年10月7R付『北陸中日新聞』の記事「新幹線効果と不満」
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